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Daimon-Marunouchi Area Vision for the Future

大門・丸之内地区は、藤堂高虎公が手掛けた津城の城下町として、また、お伊勢参りで行き交う参宮街道

筋の商いのまちとして発展してきました。このまちで生まれ育った私は、市長就任当初、顔見知りの商店主から

の「しばらくはこのまま商売を続ける自分たちを応援しながら見守ってほしい」との思いをしっかり受け止め、商業

や飲食業の振興を図ってまいりましたが、この１０年ほどの間、多くの人に長年愛されてきた老舗などが少しずつ

その看板をおろし、商店街の象徴でもあった大門大通りのアーケードが取り外され、まちの姿が徐 に々変化し始

めていました。

令和２年の初頭、新型感染症が世界中の人々の生活を大きく揺るがし始め、津市の中心市街地である大

門・丸之内地区もその影響を大きく受けることとなります。特に、これまで地区の賑わいの一翼を担ってきた津セ

ンターパレスのホテルは、感染症の蔓延により人の流れが止まるなか休業に追い込まれ、その灯りが一度消えた

ことでまちの活力は目に見えて失われました。この頃から、営業に大きな打撃を被った商店主の皆さまからは、

「高齢になり後継ぎもおらず、思い切ったまちづくりをしてほしい」との声を伺うようになり、中心市街地のまちの姿

を８０年ぶりに変えることで、地域の価値を高める取組に挑戦するタイミングが来たと捉え、令和３年度、津市は

都市計画の観点からの調査を開始しました。

令和４年度、津センターパレスに新たなホテルがオープンし、賑わいや地域の活力創出につながる新たな展開

が見え始めました。新たなまちなかの姿を創り出すため、多くの皆様のご賛同のもとスタートさせた未来ビジョンづ

くりの取組は、行政だけではなく、地区に関わる団体、企業、市民が手を取り合って進めていく、まさに官民連携

の未来に向けたまちづくりのスタートとなる新しい取組となりました。２０年後の地区の姿がどのように変わっていく

のか、そのためには何をすべきか、若手メンバーや市民の皆さまからの多くのアイデアを結集して作り上げられた

この「未来ビジョン」は、今までに津市が策定してきた計画とは全く異なるアプローチで取りまとめられており、関係

者の皆さまのビジョン策定までのお力添えに深く感謝申し上げます。皆さまの思いや希望が詰まったビジョンが、

新たな活動母体となる「エリアプラットフォーム」において、一つひとつ実現されていくものと期待しています。

未来ビジョンづくりを進める中で、関係者の皆さまからは、歴史文化資源としての観音寺、津城跡に対する思

いや、津市の中心地として誇りが感じられ、私も大門・丸之内地区の未来にかける強い想いを受け止めました。

津市は、エリアプラットフォームの一員として大門・丸之内のまちづくりをしっかりと進める覚悟を持って、新たに都

市計画及び商業振興の両面から進めるための担当部署を設けます。職員が地域に入り込み、地権者の皆さま

が、お持ちの土地や建物を将来的にどのようにされたいのかといったご意向を十分に把握し、都市計画を見直

すことで新たな土地利用につなげます。官民の信頼関係をしっかりと構築しながら、行政にしかできない取組を

進め、まちの姿を大きく変えるための突破口を開いてまいります。

津市大門･丸之内地区未来ビジョンに寄せて

津市長　前葉  泰幸
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１.未来ビジョンを策定する理由 ２.官民連携によるまちづくり

はじめに第1 章

本市の大門・丸之内地区は、交通の利便性が高く、また、商業・業務施設、公共施設、医療施設などの多様
な都市機能と、津城跡や観音寺といった歴史・文化資源を有し、長い歴史の中で、時代の変化に合わせなが
ら、中心市街地として本市の発展を支え牽引してきました。
しかし、モータリゼーションの進展や郊外型の大規模集客施設の立地等を背景に、にぎわいや地域活力
が低下し、平成７年にダイエー津センターパレス店が閉店するなど、中心市街地の空洞化が課題となってき
ました。
こうした状況が全国的に見られたことから、国では平成１０年に中心市街地の活性化を目的とした中心市街
地活性化法が制定され、本市では市町村合併前の旧津市において、平成１１年に同法に基づく津市中心市街
地活性化基本計画を策定し、まちづくり会社などによる中心市街地活性化事業を展開してきましたが、商業面
から人の流れを呼び戻すには至りませんでした。
こうした取組の中、平成１２年２月には中央地区の三重会館が建て替えられる一方で、同年８月には丸之内地
区の大規模集客施設であったジャスコ津店が閉店し、また、平成１５年には同地区の津商工会議所が建て替え
られました。
平成２０年代に入ると、土地の集約・再編や建物の更新により、平成２５年には中央地区に岡三証券グループ
津ビルが、平成２６年には丸之内地区に三交不動産本社ビルが、平成２７年には同地区に百五銀行丸之内本部
棟がそれぞれ竣工し、国道２３号の西側は、オフィス街としての顔を持ち始めるなど、まちの姿を変化させてき
ました。
一方で、伊勢街道の街道筋に古くから商業者のまちとして発展してきた国道２３号の東側では、平成３０年に
大門大通り商店街のアーケードが撤去されるなど、まちの姿が開放的な空間へと変化したものの、国道２３号
の西側の土地利用状況と比較すると、戦災復興による土地区画整理事業以降、土地の大きな変化がない状況
にありました。
ところが、令和の時代に入ると、令和４年４月に大門地区の津センターパレスビルに新たなホテルがオー
プンするなど、国道２３号の東側においても、にぎわいや地域活力の創出につながる新たな展開が見え始
めました。
こうした大門・丸之内地区における動きを加速させ、確実かつ継続的なものにするため、官民が地区の特
性や課題を把握したうえで、これから目指すべき将来像を共有し、連携してまちづくりを進めることを目的に、
国土交通省の「官民連携まちなか再生推進事業」を活用して、津市大門・丸之内地区未来ビジョン※を策定す
ることとしました。
　
※未来ビジョンとは、官民の関係者が議論を重ね、地区が目指すべき将来像を描いたまちづくりの構想です。

これまでのまちづくりは、行政主導によるまちづくりに民間事業者や市民が協力をするという形で進められ
てきましたが、近年では、市民や企業等の民間主体によるまちづくりの取組が活発化しています。まちは多様
な関係者で構成され、まちの課題も多種多様であることから、国においては、まちづくりの新たな担い手とな
る民間による自主的な取組による都市再生を促進することが重要との考えのもと、市町村と連携してまちづ
くりに取り組む団体を支援する制度等が設けられています。
国の「官民連携まちなか再生推進事業」は、まさにこの考え方に基づく施策の一つであり、この事業では、関
係する多様な主体が目指すべき地区の将来像を共有したうえで、その実現に向けて相互に連携し、かつ主体
的に取り組んでいくこととしています。

これまでのまちづくり－ 行政主導によるまちづくり これからのまちづくり－ 官民連携によるまちづくり

民間事業者

地 域 団 体

市　民

行　政

【まちづくりの主体】 【行政のまちづくりに協力】

行政

市民地域
団体

民間
事業者

【　　　　　　　　】民間事業者･地域団体･市民･行政などが
連携してまちづくりを推進
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＜官民連携まちなか再生推進事業（国土交通省）＞

国においては、多様な人材の集積や投資を惹きつける都市の魅力等の強化を図るため、官民の様々な人
材が集積する「エリアプラットフォーム※」の構築やエリアの将来像を明確にした「未来ビジョン」の策定、ビ
ジョンを実現するための自立・自走型システムの構築に向けた取組を総合的に支援する仕組みが構築され
ています。

※エリアプラットフォーム：官民の多様な主体が、まちの将来像の実現に向けて協議・調整を行うための場

津市大門・丸之内地区未来ビジョンは、次の地区を対象とし、おおむね20年先を見据えたまちづくりの構想
を描きます。

※1: 新規に取り組む「エリアプラットフォーム構築」と「未来ビジョン等策定」については、単年度あたり合計1,000万円を上限とする。（最大２年間 ただし、試
行・実証実験を行いながら、新型コロナウイルス感染症拡大を契機としたビジョンを策定するものに限り、最大３年間）

※2: 1事業あたり1年間に限る。 
※３: 「エリアプラットフォーム構築」及び「未来ビジョン等策定」における準備段階においてのみ、市区町村を補助対象とすることができる。

参考：官民連携まちづくりポータルサイト（国土交通省都市局まちづくり推進課）

３.未来ビジョンの対象地区・期間

バスターミナルのある三重会館前交差点を中心に、徒歩圏域である大門、丸之内、
東丸之内、中央地区のおおむね半径500ｍの範囲（約58ha）
※国の都市再生整備計画及びまちなかウォーカブル推進事業の範囲による。

令和5年度（2023年度）からおおむね20年間
※社会情勢の変化や事業の推進状況に応じて、未来ビジョンの見直しを行います。

【対象地区】

【期　　間】

対象地区の位置

未来ビジョンの共有
自立・自走型システムの構築

まちなか再生に向けたビジョン実現の
ために一体となって取り組む人材の集積

⑤交流拠点等整備②未来ビジョン等の策定

官民の多様な人材が共有するビジョン

③シティプロモーション・情報発信

国内外の多様な人材を惹きつける
未来ビジョン等のPR・情報発信

先進的なまちづくりノウハウの
水平展開

④社会実験・データ活用

公共空間等を活用した官民の人材が
発掘・集積されるコンテンツの創出

人材の集積・ネットワークの構築

①エリアプラットフォームの構築

行政

住民

就業者

地権者

企業

大学
都市再生推進法人

まちづくり会社

エリアプラットフォーム活動支援事業

上記システムの構築に向けて
中間支援組織・専門人材を活用

＜補助対象事業＞
○エリアプラットフォーム活動支援事業
　①エリアプラットフォームの構築※1
　②未来ビジョン等の策定※1
　③シティプロモーション・情報発信※2
　④社会実験・データ活用※2
　⑤交流拠点等整備
　⑥国際競争力強化拠点形成
　⑦地方都市イノベーション拠点形成
○普及啓発事業

＜補助対象事業者＞
○エリアプラットフォーム活動支援事業
　エリアプラットフォーム※3
○普及啓発事業
　都市再生推進法人、民間事業者等

＜補助率＞
・ 定額、 １／２、 １／３

普及啓発事業
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戦後の経済復興に伴い、市内商店街も復興･発展
松菱百貨店が大門地区にオープン
三重会館が中央地区にオープン
オカダヤ（のちのジャスコ）が丸之内地区にオープン
松菱百貨店が丸之内地区に移転オープン
マイカーで買い物をする消費者ニーズが高まる
橋北地区及び南郊地区へ郊外型の大規模集客施設が立地
津市役所が大門地区から西丸之内地区へ移転
津センターパレスが大門地区にオープン
ダイエー津センターパレス店 閉店
株式会社まちづくり津夢時風 設立、ジャスコ津店閉店、
三重会館 建替竣工

津商工会議所　建替竣工
津なぎさまち 開港
市町村合併により新「津市」誕生
岡三証券グループ津ビル　竣工
三交不動産本社ビル　建替竣工
百五銀行丸之内本部棟　竣工
都シティ津 休業⇒令和３年営業終了
未来ビジョンづくりの取組スタート
ホテル津センターパレス オープン

（1955年）
（1956年）
（1957年）
（1963年）

（1978年）
（1979年）
（1985年）
（1995年）

（2000年）

（2003年）
（2005年）
（2006年）
（2013年）
（2014年）
（2015年）
（2020年）
（2021年）
（2022年）

昭和30年代
昭和30年
昭和31年
昭和32年
昭和3８年
昭和50年代
昭和53年
昭和54年
昭和60年
平成  7年

平成12年

平成15年
平成17年
平成18年
平成25年
平成26年
平成27年
令和 2 年
令和 3 年
令和 4 年

時期 主なできごと
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１.地区の位置・沿革 ２.地区の概況

大門･丸之内地区の状況第2章

（１）位置
大門・丸之内地区は、本市市街地
の中心部に位置し、津駅、津新町
駅、津なぎさまち、津インターチェン
ジと結節する交通利便性の高いエリ
アです。

（２）沿革
大門・丸之内地区は、1608年に伊勢・伊賀の領主である藤堂高虎が、津城を近代城郭として改修して城
下町を形成し、かつては、「伊勢は津で持つ、津は伊勢で持つ」と言われるように、伊勢神宮へ向かう参宮客で
にぎわい、繁華街・歓楽街として発展してきました。
戦災を経た後も、市内外からの買い物客でにぎわう商業のまちとして復興を果たしました。

（１）人口・世帯の推計
地区の人口は、平成12年（2000年）には約2,790人でしたが、20年後の令和２年（2020年）には約
1,960人と大きく減少し、今後も減少が見込まれていることから、令和17年（2035年）には約1,400人にな
ると推計されています。また、令和２年（2020年）時点の高齢化率（65歳以上人口の割合）は、39.4％と高く、
今後もこの傾向が続くと見込まれています。

資料：実績値は、国勢調査、推計値は、コーホート変化率法による
独自の人口推計と平均世帯人員の回帰式による独自の世帯数推
計により算出

●地区の人口と世帯

●年齢別人口の推計

人口 世帯数 平均世帯人員

2,7922,792 2,6722,672

2,3142,314
2,0992,099

1,9551,955
1,7631,763

1,5721,572
1,3991,399

1,1651,165 1,2561,256
1,0851,085 1,0391,039 1,0461,046 968968 900900 834834

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和2年
（2020年）

令和7年
（2025年）

令和12年
（2030年）

令和17年
（2035年）

（人／世帯）（人、世帯）

2.402.40

2.132.13 2.132.13
2.022.02

1.871.87 1.821.82 1.751.75
1.681.68

実績値 推計値
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推計値現状値

人口（全体）
 0 ～14歳人口
15～64歳人口
65歳以上人口
 0 ～14歳人口比率
15～64歳人口比率
65歳以上人口比率

2,314
168
1,278
839
7.3
55.2
36.3

2,099
141
1,122
826
6.7
53.5
39.4

1,955
131
1,052
771
6.7
53.8
39.4

1,763
116
948
699
6.6
53.8
39.7

1,572
102
834
636
6.5
53.1
40.5

1,399
84
752
563
6.0
53.7
40.2

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年
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（２）土地利用
都市計画における用途地域は、地区全域が商業地域となっており、高層建物の建築ができるなど、自由度
の高い土地利用が可能となっています。
土地利用の現況としては、道路が28.6％、商業系が26.0%、住居系が21.1%､公共公益施設用地が
9.9％、公園緑地が7.9％を占めています。

（３）容積率
地区内には商業地域として400％と500％の容積率が指定されています。
指定容積率に対する容積率の充足割合については、40％未満の敷地数が全体の82.9％を占めており、指
定容積率を十分利用できていない敷地が多くなっています。

（４）低未利用地
空地や青空駐車場など、暫定的

な土地利用となっている低未利用
地の変化をみると、平成21年
（2009年）から令和3年（2021年）
までの間に利用地に変化した敷地
（青色）は少なく、利用地から低未利
用地へ変化した敷地（オレンジ色）
や、低未利用地のままの敷地（黄
色）が多いことが伺えます。また、空
き店舗なども多く見受けられるな
ど、これら低未利用地の活用が課題
となっています。

（５）建物の用途
大門地区の立町通り・大門大通

りや東丸之内地区の国道23号沿
道を中心に、主に商業施設が集積
し、丸之内地区の津城跡周辺を中
心に、業務施設や官公庁施設が集
積していることが伺えます。また、
地区内に立地する建物1,565棟の
用途の割合は、住宅が最も割合が
高く38.1%、次いで商業施設が
27.7％、店舗等併用住宅が7.7％、
業務施設が7.0％を占めています。

資料：都市計画基礎調査
※容積率：敷地面積に対する延べ床面積の割合

●容積率の現況（敷地数）（平成30年）

●土地利用（平成30年）

●平成21年（2009年）から令和3年（2021年）の低未利用地の変化

●建物の用途（平成30年）

資料：都市計画基礎調査

現地調査・航空写真・住宅地図等より調査

 

充足割合 
指定容積率 40％未満 40～60％

未満
60～80％
未満 80％以上 計 

商業地域 400％指定

商業地域 500％指定

計

％

526

329

855

82.9% 

66

41

107

10.4% 

15

21

36

3.5%

22

11

33

3.2%

629

402

1,031

100.0% 

資料：都市計画基礎調査

＜2009年から2021年の低未利用地の変化＞
※低未利用地：空地及び青空駐車場
施設敷地内の専用駐車場は除く。

2009年低未利用地⇒2021年低未利用地

2009年利用地⇒2021年低未利用地

2009年低未利用地⇒2021年利用地

＜凡例＞

対象地区
水域

土地利用現況（H30）
　　宅地 住居系
　　宅地 商業系
　　宅地 工業系
　　原野
　　水面
　　公共施設用地
　　公益施設用地
　　教育施設用地
　　公園緑地
　　道路
　　その他1
　　その他2

＜凡例＞ 建物用途（H30)

対象地区
水域

住宅
共同住宅
店舗等併用住宅
店舗等併用共同住宅
作業所併用住宅
官公庁施設
文教厚生施設
業務施設
商業施設
宿泊施設

娯楽施設
遊戯施設
商業系用途複合施設
運輸・倉庫施設
軽工業施設
サービス工業施設
家内工業施設
危険物販売施設
その他
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

（８）道路・交通
地区内の都市計画道路は６路線あり、整備済みが３路線、未整備路線が３路線となっていますが、地区内の
区間は全て整備済みとなっています。

令和４年現在の三重会館前バス停を発着する一般路線バス及びＮＰＯ法人が運営するぐるっと・つーバス
は、合わせて１５路線あり、１日の運行本数（平日）は、合計３９４本となっています。

（６）住宅の立地状況
地区内には、住宅系建物が793棟
あり、そのうち住宅が596棟（75.2%）、
共同住宅が28棟（3.5％）、店舗等併
用住宅が120棟（15.1%）、店舗等併
用共同住宅が39棟（4.9%）、作業所
併用住宅が10棟（1.3％）となってい
ます。

（７）地価
近年、地区内の地価は下落傾向に
あり、平成30年から令和3年まで
の３年間で、約2％下落しています。 （９）都市公園

地区内には都市公園として地区公
園1箇所、街区公園５箇所があり、計
4.64haが整備されています。

●地区内の住宅系建物の立地状況（平成30年）

●地価の変化

●地区内の都市公園

●公園の整備状況（平成29年）

資料：都市計画基礎調査

資料：都市計画基礎調査

資料：都市計画基礎調査

資料：国土交通省地価公示・都道府県地価調査

●都市計画道路整備状況（平成29年）
番号

計

路線名 計画幅員（ｍ） 計画車線数  計画延長（ｍ） 施行済延長（ｍ） 整備率（％）
25
25
22
16
15
15

4
4
4
2
2
2

3･3･2
3･3･4
3･3･6
3･4･15
3･5･52
3･5･53

津港跡部線
国道23号線
下部田垂水線
河辺町贄崎線
東丸之内殿村線
御山荘橋岩田線

5,600
19,900
9,900
5,500
5,100
2,060
48,060

5,600
19,900
7,260
4,530
3,440
2,060
42,790

100.0%
100.0%
73.3%
82.4%
67.5%
100.0%
89.0%

＜凡例＞
対象地区

公園／都市計画公園
街区公園

近隣公園

地区公園

＜凡例＞ 地価（R3)

対象地区 地価調査（円/m2）
地価公示（円/m2）▲

9 10

住宅

共同住宅

店舗等併用住宅

店舗等併用共同住宅

作業所併用住宅

計

596

28

120

39

10

793

75.2%

3.5%

15.1%

4.9%

1.3%

100.0%

建物用途 ％棟数

種別 H30
（2018）

R1
（2019）

R2
（2020）

R3
（2021）

H30⇒R3
（2018⇒2021）利用状況

86,700
118,000
87,500
55,900
118,000
93,220

店舗、事務所兼住宅
店舗
事務所
店舗兼住宅
店舗

地価調査

地価公示

平 均

86,300
118,000
87,500
55,500
118,000
93,060

85,800
117,000
87,500
55,300
118,000
92,720

84,300
115,000
86,900
54,800
116,000
91,400

-2.8%
-2.5%
-0.7%
-2.0%
-1.7%
-2.0%

（単位︓円/㎡） 

種別 名称 所在

計

供用面積（ha）計画面積（ha）
津市丸之内5番1
津市東丸之内5番
津市丸之内5番2
津市中央5番
津市大門5番2
津市大門5番1

地区公園

街区公園

お城公園
地頭領公園
お城前公園
検校公園
入江公園
観音公園

3.50
0.11
0.13
0.12
0.21
0.57
4.64

3.50
0.11
0.13
0.12
0.21
0.57
4.64
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

（１０）河川・水辺
地区内の河川･水辺として、かつては、津城の周囲に内堀、外堀、堀川が整備されていましたが、現在は内堀
の一部が残っており、地区外には北に安濃川、南に岩田川が東西に流れています。

（１1）公共施設等
地区内には、官公署として津地方裁判所、津地方検察庁、津地方法務局、津警察署などが、また公共施設と

して中央公民館、まん中こども館、まん中老人福祉センターなどが立地し、医療機関として二次救急を担う病
院のほか、耳鼻咽喉科や眼科、歯科などが立地しています。このほか子育て施設として中央保育園、つまちな
か保育園が、また教育施設として聖ヤコブ幼稚園が立地しています。

（１２）観光資源
地区内の観光資源としては、藤
堂高虎が大改修を行った津城跡
（お城公園）、日本三大観音の一つ
とされる観音寺（本堂は国登録有
形文化財）、伊勢神宮へつながる
伊勢街道、さらにはかつて四日市
銀行津支店であったオーデン大門
ビル（国登録有形文化財）などが
あります。

（１３）史跡・文化財
地区内では、観音寺本堂とオー

デン大門ビル（旧四日市銀行津支
店）が国登録有形文化財に登録さ
れています。また、三重県指定文化
財として津城跡が史跡に指定され、
市指定文化財として入徳門が建造
物に、藩校有造館跡が史跡に指定
されています。さらに、観音寺、大
宝院、高山神社において、絵画・彫
刻・工芸品などが国・県・市の指
定文化財として指定されています。

●地区内の川辺・水辺

●地区内の観光資源

＜凡例＞
対象地区

観光資源

＜凡例＞
対象地区

文化財

＜凡例＞

対象地区

旧お堀

現存するお堀

● 史跡・文化財指定

11 12
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

（１４）都市基盤
地区内では、ほぼ全域で土地区
画整理事業が施行済みになってい
ます。
なお、国道23号やフェニックス
通り等では電線の地中化も行わ
れ、広い歩道や中央分離帯を利用
して植栽帯も整備されています。

上水道は、一部地域の管路で老
朽化が進行していますが、今後老
朽管の更新を実施する予定です。
下水道は、地区内全域で整備済
みですが、老朽化していることから
計画的に老朽管の更新を進めて
います。

（１５）防災
南海トラフ地震が発生した場合
の揺れは、地区内では震度6弱～
震度７になることが想定されてい
ます。

南海トラフ地震における津波浸
水では、地区内の浸水深30ｃｍに達
する時間は、地震発生後61分以降
となっています。地区内には津波避
難ビルが７箇所、津波避難協力ビル
が3箇所となっています。

●土地区画整理事業施行済み区域

＜凡例＞
対象地区

土地区画
整理事業
施行済区域

＜凡例＞

上水道管
～S45
S46～ S63
H1～

対象地区

● 上水道の配管状況

資料：津都市計画復興土地区画整理事業計画図

●南海トラフ地震の揺れの大きさ（地震防災マップ）

● 南海トラフ地震における津波浸水（地震防災マップ）

資料：津市地震防災マップ

13 14

計測震度
震度6弱 （5.50ー 5.74）

震度6弱 （5.75ー 5.99）

震度6強 （6.00ー 6.24）

震度6強 （6.25ー 6.49）

震度7 （6.50ー）
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A-１  国道23号の一部
A-2  市道大門新江戸橋線の一部
A-3  市道中央乙部線の一部
A-4  市道丸之内養正町大門線の一部
A-5  市道大門観音橋線の一部
A-6  市道中央大門線の一部・市道東丸之内北町線の一部
A-7  フェニックス通りの一部
B-1  フェニックス通りの一部
B-2  市道大門観音橋線の一部
B-3  市道丸之内第１号線の一部
B-4  県道508号津港線の一部
B-5  国道23号の一部
B-6  市道東丸之内北町線の一部
C-1  国道23号の一部
C-2  市道西丸之内第1号線の一部
C-3  市道丸之内第7号線
C-4  主要地方道津芸濃大山田線の一部
D-1  国道23号の一部
D-2  主要地方道津芸濃大山田線の一部

あ  お城公園
い  お城前公園
う  津市まん中広場
え  観音公園

イ  お城公園出入口付近
ロ  三重会館前交差点南西付近
ハ  三重会館バス停（西側）、三重会館前
ニ  三重会館バス停（東側）・津センターパレス前
ホ  大門大通り商店街内
ヘ  フェニックス通り南側
ト  県道508号沿い松菱百貨店付近
チ  国道23号沿い丸之内交差点東側付近

＜凡例＞
＝主要な通りの調査地点

＝通行者・滞在者調査地点

＝主要な広場の調査地点

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

（１６）通り・広場の状況
まちの状況を総合的に把握するため、「ハード環境」、「空間の快適性・魅力」、「人々の行動の多様性」を指
標にフィールド調査を実施しました。

（１７）市民意識の状況
市民を対象に大門・丸之内地区との関わりや意識等を尋ねた調査からは、仕事で訪れる人の割合が多い一
方、散歩や買物、飲食で訪れる人の割合が少ないことが伺えます。また、地区の魅力は、残された歴史・文化や
豊富な食であると感じている人の割合が多いことが伺えます。　

地区内の主要な通り・広場に係る調査では、通り、広場ともにハード環境について「歩きやすい」との評価が
高く、歩行空間としての基盤整備が比較的整っていることが伺えます。空間の快適性・魅力についても「雰囲
気が良い」との評価が高く、地区内の既存資源である通り・広場が空間の価値を高めていることが伺えます。
しかしながら、主要な広場等の通行者・滞在者に係る調査では、人々が活動している姿や交流する場面が
多くは見られず、歩行者や滞在者の人数が相対的に少ないことが要因の一つであると伺えます。

●調査箇所の状況

●主要な通りの状況及び広場の状況に係る調査結果の一例

●大門・丸之内地区への訪問

●大門・丸之内地区の魅力

（A-5市道大門観音橋線の一部） （あ　お城公園）

毎週1回以上 1回は訪れた 訪れていない 回答なし2～5回程度

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

（n＝449）

津城跡や伊勢街道などの歴史・文化が残されている

10月上旬の津まつりでは多くの人でにぎわう

天むす、いちご大福など、食が豊富にある

日本三大観音の一つとされる津観音がある

その他

回答なし

40.8％

39.0％

36.5％

35.4％

24.5％

17.4％

12.5％

4.2％

2.2％

国道23号やフェニックス通りなどが交差し、
路線バスの本数も多い、交通結節点である

お城公園や安濃川、岩田川などの河川沿いなど、
歩いて楽しい空間がある

公共サービス施設、業務施設、商業施設、飲食施設
など、多様な都市機能が集積している

6.0％ 17.8％ 21.2％ 53.5％ 1.6％

8.9％ 16.0％ 19.4％ 54.3％ 1.3％

5.6％ 13.8％ 12.2％ 66.1％ 2.2％

33.0％ 14.3％ 7.1％ 45.2％ 0.4％

20％ 40％ 60％ 80％ 100％（n＝449）

①買物

②飲食

③散歩

④仕事

15 16
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

（１）地区の現状分析
調査結果から、各場所等の特徴を分析し、これまでと現在の状況を次のとおり整理しました。

（２）これからのまちづくりに向けた課題
地区の概況や地区の現状分析から、これからのまちづくりに向けた課題を次のとおり整理しました。

３.現状分析・課題整理

地元企業の本社、全国企業の支店・営業所、行政
機関などが立地・集積し、多くの従業者が勤務し
ていた。また、商業施設も多く立地していた。

住宅が多く、比較的閑静な場所であるとともに、
併用住宅としての利用も多く、道路沿いには企
業や事業所が軒を連ねていた。

物販・飲食・映画館等が立地し、多くの市民に
利用されていた。店舗を営む人の居住の場と
もなっていた。

店舗や事業所が軒を連ね、仕事場でありながら
も、比較的、良好な居住環境となっており、生活
の場として活気があった。

事業所の撤退や店舗の閉店により、空き地・空きテナ
ントが増加。このような中で業務ビルが新たに立地。
従業者は勤務しているが、にぎわいは感じられない。

良好な居住環境が保たれていることから、住宅の
建替等は進んでいるが、人口減少・高齢化により
空き地や空き家の増加も見られる。

来訪者・買物客の減少、店舗等の閉店が続いてい
る。一部に客が集まる店はあるものの、平日・休日、
昼間・夜間のいずれも、にぎわいは感じられない。

人口減少・高齢化、店舗や生活利便施設の減少に
より、空き家、空き店舗が増加し、にぎわいや住み
やすさが低下しつつある。

現在においても、広域幹線道路として多くの自動
車交通量があるが、買物客の減少、店舗の閉店に
より、歩行者数は減少している。

歩行者数が減少し、通りのにぎわいも低下している。
一方で、三重会館前交差点は、津インターチェンジと
津なぎさまちを結ぶ新たな交通結節点となっている。

アーケードが撤去され、開放的な空間となって
いるが、沿道店舗の閉店が相次ぎ、歩行者の減
少が著しい。

住民や従業者の利用はあるものの、来訪者が減少し
ている。一方で、津城が続日本１００名城に選ばれるな
ど、歴史資源として見直され、関心が高まっている。

観音寺に五重塔が整備されるなど新たな魅力が
加わった一方、観音公園では、アスレチックや小動
物園の廃止に加え、商店街への来訪者の減少によ
り、にぎわいが低下している。

丸之内商店街が発展し、広い歩道に多くの買物
客の通行があった。広域幹線道路として、多くの
自動車交通量があった。

フェニックスが植栽されるシンボルロードとして整
備され、県道沿いには、官公署が立地し、三重会館
前交差点を中心に多くの歩行者が行き交っていた。

観音寺に繋がる通りの沿道には多数の店舗が営
業し、商店街ではアーケードの下で多くの歩行者
が行き交っていた。

市街地にある公園として住民や従業者の憩いの
場所に多くの人が利用していた。

観音寺は多くの参拝客でにぎわい、隣接する観
音公園は、憩いの場やレクリエーションの場とし
て、多くの人が利用していた。

回遊できる魅力的な
道路空間の形成

多様な人が関わりを
持てる場づくり

楽しめる
公園空間づくり

新たな価値の創造

低未利用地などの
資源の有効活用

A

B

C

D

E

F

G

H

I

これまで 現　在

これまで 現　在

人通りが少なく、にぎわいが低下している大門・丸之内地区においては、お
城公園、観音寺、商店街、津センターパレス、松菱百貨店などを回遊でき、車道・
歩道の再編を含めた楽しめる魅力的な道路空間を形成する必要があります。

多様な関係者で構成される大門・丸之内地区のまちづくりを進めるために
は、地区に関わりを持ってもらえる人を増やすことが必要。そのためには、主体
的に関わりを持てるエリアプラットフォームなどの場を作る必要があります。

お城公園、お城前公園、観音公園、津市まん中広場などは日常的に憩いや活
動の場として利用され、訪れる人が楽しめる場としての環境づくりが必要です。

空き家・空き店舗、青空駐車場などの低未利用地を資源として、新たな店舗
の誘致や土地の集約など有効活用していく必要があります。

集客や回遊等の促進を図っていくためには、この地区の資源や空間を活かし
て、滞在する人にとって価値あるものを創造する必要があります。
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人が集い、交流、
活動できるまち

楽しく歩いて
回遊できるまち

エリア価値の
高いまち

魅力情報が
発信されるまち 持続可能なまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

人が集い、交流、
活動できるまち

楽しく歩いて
回遊できるまち

エリア価値の
高いまち

魅力情報が
発信されるまち 持続可能なまち

１.将来像とその実現に向けた目標

将来像とその実現に向けた目標第3章

（２）将来像の実現に向けた取組姿勢
まちづくりを進める過程では、困難に直面し、振り返りな
がらも、歩みを止めることなく総力を結集して進み続ける必
要があります。これまで紡ぎ上げてきたまちの歴史と文化
を未来へとつなげ、関係する人が連携してつながり、こころ
を一つにしてまちづくりを推進するため、
地区の取組姿勢を　　　　　　　　　　　

（３）将来像の実現に向けた目標

挑戦しつづける 大門・丸之内
とします。

（１）将来像
未来ビジョンの策定に向けて、大門・丸之内地区未来ビジョン策定委員会や同委員会分科会では、大門・丸
之内地区の現状や課題を検討し、参画者一人一人が描く将来像について意見交換を繰り返してきました。そし
て、これらを集約し、次のとおり地区の将来像を掲げます。

●津城跡や観音寺、伊勢街道などの歴史・文化資源が
活用され、来訪者が楽しめるとともに、市民が誇りを持
てる場所になっています。
●新たな事業所や多様な働き方に対応したオフィスが
できるなど、津市におけるビジネスの中心地となって
います。
●店舗のリノベーションや建替が進み、豊富な交流施設
や公園、道路空間で市民による活動が行われ、働く人や
買い物客、多様な市民でにぎわうまちになっています。
●エリア内の各拠点を回遊する仕組みが構築され、津駅
や津新町駅、津インターチェンジ、津なぎさまちと新た
な移動手段で結ばれるなど、他地区との連携も強化さ
れています。
●安全・安心なまちづくりの取組が進み、居心地のいい
空間で構成された、全ての人にとって住みやすいエリア
となっています。
●まちの変化に合わせて新たな土地活用が進むなど、
民間による投資が活発化し、新技術が積極的に導入さ
れたまちづくりが進められています。
●官民が一体となった取組が継続され、地域の魅力が多
様な手段で広く発信されています。

目標 1 目標 2 目標 3 目標 4 目標 5

上図は、将来像が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。
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Leading 
　　 Project

人が集い、交流、活動できるまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

方 針 に 基 づ く 施 策 例

事業所などが新たに立地し、日常的な滞在
者が増加するとともに、数々の商店や老舗の
名店は市内外からの来訪者でにぎわい、豊富
な交流施設や公園、道路空間を活用して市民
が活動し、津城跡や観音寺などの歴史資源に
は市内外から観光客が来訪するなど、多様な
人が集い、交流、活動できるまちをめざします。

目標 1
人が集い、交流、活動できるまちを実現するため、
多様な世代の住民･来訪者による地域資源や地区
の強みを活かした様々な活動を推進する。

目標に基づくまちづくりの方針

お城公園、  お城前公園、  観音公園、
津市まん中広場などの活用
　・市民が主体となったイベント等への開放
・ライトアップ等の検討
・市民による清掃活動等の実施　など

大門・丸之内らしさで盛り上げる。
・お城公園・観音公園の空間を活かした取組
・津城や観音寺などの歴史的な価値を活かした空間
づくり
居心地のいい空間をつくる。
・市民のサード・プレイス（自宅や職場・学校とは
異なる、居心地の良い第３の居場所）となる場所
を整備
・新たな都市施設（都市機能）の整備、公共施設の活
性化
イベントで人を呼ぶ。
・大門・丸之内らしいマルシェや朝市の実施
・公共空間・店舗等のスペースを活用し、イベントや
コンベンション等を誘致
新しい店舗や事業者を増やす。
・オフィスや新たな事業者をエリア内に誘致
・起業・リモートワークの場を整備

（４）目標に基づくまちづくりの方針
それぞれの目標に基づくまちづくりの方針を定めるとともに、目標を実現するための具体的な施策例を示

します。また、将来像の実現に向けた取組を確実なものにするため、特に優先的、重点的、横断的に取り組むべ
き施策をリーディングプロジェクトとして先導的に実施し、目標達成への道筋を示します。

上図は、目指す目標が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。

21 22

Daimon-Marunouchi Area Vision for the Future

リーディングプロジェクトリーディングプロジェクト



楽しく歩いて回遊できるまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

Leading 
　　 Project

方 針 に 基 づ く 施 策 例

三重県の大動脈である国道23号、津なぎさまちから津インターチェンジを結ぶフェニックス通り及び主要地方道津
芸濃大山田線、そしてその結節点であり、バスターミナルとして多くの乗降客がある三重会館前交差点。津の交通の要
衝であり、日常的に行き交う人々を地区内に導きます。また、伊勢街道や国道23号の広い歩道空間も活用し、新技術
も積極的に導入しながら、まちに集まる人々がエリア内にある魅力的な資源や空間を回遊できるまちをめざします。

目標 2
目標に基づくまちづくりの方針

道路空間を活用する。
・次世代の技術を用いた新モビリティや自動運転
の通行路として道路空間を活用
大門・丸之内らしさで盛り上げる。
・津城跡、観音寺、伊勢街道など、エリア内の歴史
的な拠点や街道を回遊できるような仕組みづくり
イベントで人を呼ぶ。
・道路空間や空き店舗で展示・発表のイベントを
開催
・スタンプラリーやウォークイベント等、商店街に
よる来場者向けサービスの実施
店舗を活性化する。
・テイクアウト商品の増加や店舗の集積による食
べ歩きできるまちづくり
移動しやすくする。
・バスの利便性の周知や利便性の向上、バスを活
用した集客の促進、バス駐車場の確保
・交通事業者等の連携による地域版ＭａａＳの導入

立町･大門大通り、国道23号の活用
　・立町･大門大通りの実験的な取組の実施
・国道23号（丸之内商店街エリア）の実
験的な取組の実施　など

　新たな移動手段の導入
　・シェアサイクルの試行
・次世代モビリティの検討
・アプリ等を活用した来訪促進の取組　
　など

上図は、目指す目標が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。

楽しく歩いて回遊できるまちを実現する
ため、道路空間の有効活用や新　術の積極
的な導入を推進する。
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エリア価値の高いまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

Leading 
　　 Project

方 針 に 基 づ く 施 策 例

空き地、空き家、空き店舗の活用やエリア内に多く存在する歴史資源などの魅力向上を進めるとともに、生活利
便性の改善など、暮らす場としての機能向上に取り組みます。さらに、長期的には土地の集約などにより新たな土
地活用を図り、エリアの全体の価値を高めるまちをめざします。

目標3 エリア価値の高いまちを実現するため、地域ら
しさを楽しめる満足度の高い空間形成を図り、
暮らしの場としての魅力・機能を高めるとと
もに、土地・建物の在り方の見直しを進める。

目標に基づくまちづくりの方針

暮らしやすいまちにする。
・食品スーパー等の生活利便施設を誘致
・暮らしやすいまちづくりに向けたルール（地区計
画など）づくり
新しい店舗や事業者を増やす。
・空き店舗を借り上げ、チャレンジショップ等として
賃貸
住む人を増やす。
・子育てしやすいまちに向けた支援
・空き家のリノベーションや新築住宅・賃貸住宅、
サービス付高齢者向け住宅等の整備
居心地のいい空間をつくる。
・市民の憩いの場、楽しむ場として公園を美化・整備
・空き地を防災広場や子どもたちの遊び場として
活用
・バリアフリー化や無電柱化による安全で快適な
空間整備
土地の使い方を変える。
・小規模な土地集約による新たな土地活用
・短期間に展開できるような小規模な土地区画整
理事業の実施
大門・丸之内らしさで盛り上げる。
・津城の復元に向けた活動やデジタル技術等を活
用した再現
・景観計画等による歴史を活かしたまちなみの整備

空き地・空き家・空き店舗の活用
　・空き家及び空き店舗の実態調査
・物件情報の発信
・空き店舗を活用した出店への支援　
　など

上図は、目指す目標が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。
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魅力情報が発信されるまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

Leading 
　　 Project

方 針 に 基 づ く 施 策 例

地区内外の人々が大門・丸之内地区の情報を目にする機会を増やすとともに、市民が地区への関心を持ち、
誇りを持てるよう、地域が一体となって魅力の発掘や地区の情報発信に努め、地区の魅力が広がるまちをめざし
ます。

目標 4 魅力情報が発信されるまちを実現するため、
エリア内外の多様な主体による様々な媒体
を活用した情報発信を進める。

目標に基づくまちづくりの方針

地域が主体的・継続的にまちづくりを進
める。
・地域ホームページやアプリ、プレスリリース等に
よる地域一体となった情報発信
店舗を活性化する。
・周辺企業の従業員向けにランチ情報等を発信し、
地域の店舗利用を啓発
・大門・丸之内の新たな名物を発掘・開発・PR
大門・丸之内らしさで盛り上げる。
・津城や観音寺の歴史を知ってもらうための勉強
会の実施や案内板の整備等による空間づくり
・津城跡、観音寺、伊勢街道など、エリア内の歴史
的な拠点や街道を回遊できるような仕組みづくり
エリアのイメージをアップさせる。
・フォトジェニックなエリアを発掘・発信・整備
・伝統芸能、郷土芸能の魅力を発信
移動しやすくする。
・バスの利便性の周知や利便性の向上、バスを活
用した集客の促進、バス駐車場の確保
・交通事業者等の連携による地域版ＭａａＳの導入

地域が一体となった情報発信
　・地域のホームページ等の作成及び運用
・ＳＮＳを活用した発信
・プレスリリースの強化　など

上図は、目指す目標が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。

27 28

Daimon-Marunouchi Area Vision for the Future

リーディングプロジェクトリーディングプロジェクト



持続可能なまち

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

Leading 
　　 Project

方 針 に 基 づ く 施 策 例

防災対策や防犯対策に取り組み、安全・安心な環境づくりを進めるとともに、未来ビジョンの実現に向けて、エリ
アプラットフォーム「大門・丸之内　未来のまちづくり」が中心となり、官民が一体となって主体的かつ継続的にま
ちづくりに取り組むことにより、持続可能なまちをめざします。

目標5 持続可能なまちを実現するため、 安全・安心
な環境づくりを進めるとともに、将来像の実
現に向けて地区内外の様々な関係者による
主体的・持続的なまちづくりを推進する。

目標に基づくまちづくりの方針

地域が主体的・継続的にまちづくりを進める。
・エリアプラットフォームに基づく連携・活動
・地域の主体的なまちづくり活動を推進
・津駅・津新町駅・津なぎさまち等近隣の他地域と
の連携
・イベントの主催者、コーディネーターの育成
・地域ホームページやアプリ、プレスリリース等に
よる地域一体となった情報発信
暮らしやすいまちにする。
・安全・安心なまちづくりに向けた防犯・防災対策
等の実施
・生活インフラ施設の計画的な更新・保全の実施
・省エネ・省資源など、カーボンニュートラルなまち
づくり
エリアのイメージをアップさせる。
・エリア内を清潔に保つための清掃活動等
児童・生徒・学生に親しみを持ってもらう。
・フィールドワークとしての場の提供や、学生と各
団体が協働するプロジェクトを実施
・子どもたちが事業・商売を理解し、大門・丸之内
地区に親しみをもってもらうための事業者による
出前授業

清潔な空間づくり、安全・安心な
まちづくり
　・公共空間の清掃・美化
・防災対策活動の活性化
・防犯対策の実施　など

上図は、目指す目標が実現したイメージを共有するために描いたものであり、個別の土地、建物の目指す姿を示すものではありません。
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

２.各エリアと道路軸の20年後の姿と取組例

各エリアと地区内を通る道路における20年後の姿と、これらの実現に向けた取組例を示します。

従来の事業所の他、新たな事業所
や新たな働き方に対応するシェア
オフィスなども立地し、働く場とし
て成長するとともに、従業者が周辺
へ繰り出し、新しい業務エリアのに
ぎわいが生まれている。

若者、子育て世帯、高齢者など多様
な世代にとって、より住みやすいエ
リアとなるとともに、業務に便利な
エリアとして新たな事業所が立地
し、空き地の活用や建物の更新が
進んでいる。

・企業等の施設を活用したイベントの実施　
・オフィスや新たな事業者をエリア内に誘致
・起業・リモートワークの場を整備
・小規模な土地集約による新たな土地活用
・事業者による学校等への出前授業
・周辺企業の従業員向けにランチ情報等を発信し、地域の店
舗利用を啓発
　
・子育てしやすいまちに向けた支援
・空き家のリノベーションや新築住宅・賃貸住宅、サービス付
高齢者向け住宅等の整備
・暮らしやすいまちづくりに向けたルール（地区計画など）づ
くり
・安全・安心なまちづくりに向けた防犯・防災対策等の実施

・空き店舗を借り上げ、チャレンジショップ等として賃貸
・空き店舗への出店・リノベーションに対する支援
・スタンプラリーやウォークイベント等、商店街による来場
者向けサービスの実施
・食品スーパー等の生活利便施設を誘致
・新たな都市施設（都市機能）の整備、公共施設の活性化
　
・空き地・空き家・空き店舗の流動化
・大門・丸之内の新たな名物を発掘・開発・PR
・柔らかい土地区画整理事業の実施
・医療、福祉、子育て、店舗、オフィス、住宅など、住商一体型
の再開発事業
　
・道路空間や空き店舗で展示・発表のイベントを開催
・公共空間・店舗等のスペースを活用し、イベントやコンベ
ンション等を誘致
・国道２３号の丸之内商店街エリアを活用してにぎわいを創出
・バスの利便性の周知や利便性の向上、バスを活用した集客
・津駅・津新町駅・津なぎさまち等近隣の他地域との連携
　

・次世代の技術を用いた新モビリティや自動運転の通行路
として道路空間を活用
・他地区を結ぶ次世代モビリティなどの新たな移動手段の導入
・交通事業者等の連携による地域版ＭａａＳの導入
・津駅・津新町駅・津なぎさまち等近隣の他地域との連携

　
・津市らしいマルシェや朝市の実施
・テイクアウト商品の増加や店舗の集積による食べ歩きで
きるまちづくり
・景観計画等による歴史を活かしたまちなみの整備
・立町・大門大通りを活用してにぎわいを創出
　
・津城の復元に向けた活動やデジタル技術等を活用した再現
・市民の憩いの場、楽しむ場として公園を美化・整備
・フォトジェニックなエリアを発掘・発信・整備
・市民のサード・プレイスとなる場所を整備
・岩田川、堀など水辺環境の活用・整備
・エリア内を清潔に保つための清掃活動等
・地域の主体的なまちづくり活動を推進

・お城公園・観音公園の空間を活かした取組
・津城や観音寺の歴史を知ってもらうための勉強会や案内
等の整備
・津城や観音寺などの歴史的な価値を活かした空間づくり
・津城跡、観音寺、伊勢街道など、エリア内の歴史的な拠点
や街道を回遊できるような仕組み

建替とともに、リノベーションによる
空き店舗活用が進み、老舗の店舗
とともに、新たな店舗や新たに起業
した事業所などが立地し、観光、買
物、ビジネス、交流など、老若男女の
多様なにぎわいが生まれている。

空き家、空き店舗活用が進むと共に
戸建-共同住宅-シェアハウスなど
様々な住宅が立地し、多様な世代に
とってより住みやすいエリアとな
り、職住近接が実現している。

歩道部分は単なる通行空間ではな
く、楽しみながら買い物する空間、
憩いの空間として活用され、新しい
人の流れが生み出されている。

津なぎさまちや津インターチェンジ
を経由してきた来訪者が、フェニック
スが立ち並ぶ特徴的な風景により津
を感じるとともに、事業所・店舗・飲
食店が沿道に立地し、徒歩や新しいモ
ビリティで回遊する人が増えている。

観音寺や風情のあるまちなみを楽
しむ来街者が居心地良く回遊でき
る道路空間となっている。

歴史を感じる工夫がなされ、津に来たら
立ち寄りたい、市民が日常的に過ごし
たいと感じる場所となっている。週末に
はイベントが行われ、市外から津駅を経
由して来訪した人でにぎわっている。市
民が自ら清掃や美化活動に努める市民
に愛され、誇るべき場所となっている。

津城跡と観音寺を回遊する人、伊勢
街道をウォーキングして立ち寄る
人、参拝する人など、多様な人が目
指す目的地になっている。

20年後の姿 取組例

20年後の姿 取組例

業務中心の
エリア

業務・
サービス業等・
居住混在
エリア

商業・
サービス業等
中心の
エリア

商業・
サービス業等・
居住混在
エリア

国道23号

フェニックス通り・
主要地方道

津芸濃大山田線

伊勢街道

津城跡・
お城公園

観音寺・
観音公園
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下表の「施策案」中、★マークはリーディングプロジェクトを示すものです。

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

　

将来像の実現に向けた施策・役割分担・ロードマップ
将来像の実現に向けて取り組む施策案等は次のとおりとし、これらの施策案の実現を目指して、官民が連携し、推進

していきます。
なお、施策の内容については、未来ビジョンの策定後も、進捗や時代の流れに応じて見直すものとします。

人
が
集
い
、交
流
、

活
動
で
き
る
ま
ち

楽
し
く
歩
い
て

回
遊
で
き
る
ま
ち

エ
リ
ア
価
値
の

高
い
ま
ち

魅
力
情
報
が
発
信

さ
れ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
ま
ち

マルシェや朝市の実施 大門・丸之内らしいマルシェや朝市などを実施 商店街・商工団体・ＡＰ

企業・行政

商店街・商工団体・行政

まちづくり会社・ＡＰ・行政

企業・まちづくり会社・
ＡＰ・行政
商店街・商工団体・企業・
ＡＰ

商店街・商工団体・市民・
まちづくり会社・ＡＰ

商店街・商工団体・企業・
ＡＰ

商店街・商工団体・企業・
ＡＰ

商店街・商工団体・企業・
ＡＰ

商店街・商工団体・ＡＰ

企業・商店街・商工団体・
自治会・市民・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

商店街・商工団体・企業

商店街・まちづくり会社・
ＡＰ

商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ

商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

企業・商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ

商店街・商工団体・自治会・
市民・まちづくり会社・
企業・ＡＰ・行政

自治会・商店街・
商工団体・企業・市民・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

空き店舗への出店やリノベーションに対する
コーディネートや補助等の支援

オフィスや新たな事業者をエリア内に誘致

VRやeスポーツを活用したイベントを実施

企業等の施設や設備を活用したイベントを実施

スタンプラリーやウォークイベント等を実施

イベント等の誘致

道路空間等の展示・発表の場として
の活用

空き地・空き家・空き店舗の流動化

空き店舗のサブリース

オフィスや新たな事業者を誘致

起業・リモートワークの場の整備

企業従業員向けに店舗利用を啓発

食べ歩きできるまちづくり

新名物の開発

学生との連携

事業者による学校等への出前授業

フォトジェニックなエリアの形成

清潔な空間づくり

伝統芸能、郷土芸能のPR

商店街による来場者向けサービス
の実施

道路空間や空き店舗で展示・発表のイベントを
開催

空き地・空き家・空き店舗を見える化すること
による流動化

新しいアイデアや連携が生まれる魅力的な空間
として、起業・リモートワークの場を整備
周辺企業の従業員向けにランチ情報等を発信
し、地域の店舗利用を啓発

フィールドワークとしての場の提供や、学生と各
団体が協働するプロジェクトを実施

フォトジェニックなエリアを発掘、発信、整備

エリア内を清潔に保つための清掃活動等

伝統芸能・郷土芸能の魅力を発信

事業者が学校等で出前授業を行い、子どもたち
が事業・商売を理解し、大門・丸之内地区に親
しみを持ってもらう

テイクアウト商品の増加や店舗の集積による食
べ歩きの推進

大門・丸之内の新たな名物を発掘・開発・PR

空き店舗を借り上げ、チャレンジショップ等とし
て賃貸

公共空間・店舗等のスペース活用し、イベント
やコンベンション等を誘致

次世代技術を用いたイベントによる
集客
企業等の施設を活用したイベントの
実施

空き店舗への出店・リノベーションに
対する支援

目　標

他の取組との連携、新たな企画等の検討・実施現行の取組を継続

現行の取組の継続 新たな企画・学生等との協働実施・道路空間活用との連携

新たな企画・道路空間活用との連携

イベント等の検討・実施

所有者の売却・賃貸意向調査

場所や実施方法の検討

ランチ等の啓発

フィールドワークの場としての活用
の呼びかけ

まち歩きの啓発

食べ歩きできる商品開発

既存の商品の名物化・ＰＲ

学生と各団体との協働の検討

事業者による出前授業の実施

フォトジェニックな場所の発掘・発信 フォトジェニックな場所の美化・整備

街路樹等の剪定管理実施

害鳥対策の継続 新たな害鳥対策の検討・実施

市民による清掃活動の実施

新たなＰＲ手法の検討・実施

学生と各団体との協働プロジェクト

新名物の商品開発

フィールドワークの場としての活用

飲食店・名店の集積

拠点の整備 継続的な運営

協力者の募集、実施方法の検討 サブリースの実施・継続

マッチングの仕組みづくり

空き店舗を活用した新規出店者への支援

リノベーションの勉強会や講座の実施

オフィスの整備費や賃料等の支援検討・実施

空き物件情報の発信

マッチングの実施・継続

イベント等の誘致活動

検証・継続実施団体・実施内容の検討、実験的な実施

現行の取組の継続

検証・継続

検証・継続

検証・継続

検証・継続

イベントで
人を呼ぶ

新しい店舗や
事業者を
増やす

店舗を
活性化する

児童・生徒・
学生に親しみ
を持ってもらう

エリアの
イメージを
アップさせる

目　的 施策案 施策案の具体的な取組内容 実施主体
【継続すること、すぐできること】
すでに実施している取組や、すぐに
できる、やっていこうとする取組

【短期】

５年以内に実施する取組

【中期】

５～１０年先に実施する取組

【長期】

１０年～２０年先に実施する取組

将来像の実現に向けた取組第4章

短 期
中 期

長 期

短 期 中 期 長 期

～5年

5年～10年

10年～20年

将来像の実現のため、今すぐ出来ることから始める時期

未来ビジョンに位置付けた取組が着実に実行され、一定の成果が見えている時期

将来像の実現に向けて着実に進んでいる時期

ＡＰ：エリアプラットフォーム

★
★

★

★
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下表の「施策案」中、★マークはリーディングプロジェクトを示すものです。

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

　

将来像の実現に向けた施策・役割分担・ロードマップ

将来像の実現に向けた取組

津城復元・再現への取組

お城公園・観音公園の活用

歴史的な価値を活かした空間づくり

津城跡、観音寺、伊勢街道を回遊す
る仕組みづくり

歴史を活かしたまちなみの整備

立町・大門大通りの活用

国道23号の活用
（丸之内商店街エリア）

新モビリティ・自動運転等の通行路
として活用

津城の復元に向けた活動やデジタル技術等を
活用した再現

商店街・商工団体・
企業・ＡＰ

行政

企業・行政

企業・行政

企業・行政

企業・ＡＰ・行政

企業・ＡＰ・行政

企業・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ

商工団体・企業・市民・
ＡＰ

市民・行政

商店街・行政・ＡＰ

商店街・行政・ＡＰ

商工団体・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

国道23号の丸之内商店街エリアを活用して
にぎわいを創出

津城や観音寺の歴史を知ってもらうための勉強
会の実施や案内板の整備等による空間づくり
エリア内の歴史的な拠点や歴史的な街道を回遊
できるような仕組みづくり

バスの活用

新たな移動手段の導入

地域ＭａａＳの導入

都市計画制度によるエリア再編

小規模な土地集約による新たな土地
活用

柔らかい土地区画整理事業の実施

住商一体型の再開発事業

景観計画等による歴史を活かしたまちなみを
整備

次世代の技術を用いた新モビリティや自動運転
の通行路として道路空間を活用

交通事業者等の連携による地域版ＭaaSの導入

エリアごとの特徴を踏まえて都市計画を変更

小規模な土地集約による新たな施設等の立地

短期間に展開できるような小規模な土地区画
整理事業の実施
医療、福祉、子育て、店舗、オフィス、住宅等、住商
一体型の再開発事業

他地区を結ぶ次世代モビリティや自動運転、
グリーンスローモビリティ、キックボード、シェア
モビリティ、シェアサイクル、アプリ等の活用、
デマンド交通の活用

バスの利便性の周知や利便性の向上、バスを
活用した集客の促進、バス駐車場の確保

立町・大門大通りを活用してにぎわいを創出

お城公園・観音公園の空間を活かした取組

津城復元に取り組む団体等との連携

石垣の整備等、保存活動の推進

ＡＲ等による再現

Park-PFIなどの新たな活用策の検討

歴史勉強会などの実施 案内板などの整備

新たな活用策の実施

現行の取組の継続実施 他の取組との連携、新たな
企画等の検討・実施

検証・継続

活用の検討・実験的な実施

路線バスの利便性の周知

道路の新たな活用に向けた実験的な取組 国道の車線減少・活用に向けた検討 実験結果を受けた道路整備

ほこみち制度を活用したテーブル・ベンチ等の設置

実施に向けた検討 実験的な実施・検証 運用実施

活用の検討・社会実験

意向調査の実施 都市マスタープランへの反映 実施個所の検討・地権者との協議 事業実施

意向調査の実施 都市マスタープランへの反映 実施個所の検討・地権者との協議 事業実施

導入・運用

意向調査の実施 都市マスタープランへの反映 用途地域・容積率等の改訂

意向調査の実施 所有者意向を踏まえた先行的な土地集約 新たな土地利用の誘発（売買・賃貸等）

バス停の新たな活用やデジタルサイネージの導入等による利便性向上

バス利用者への特典付与等、名所や店舗との連携

バス駐車場の確保

現行計画の推進

現行の市などの継続実施 検証・継続

道路の新たな活用に向けた実験的な取組 実験結果を受けた整備検討

計画の見直し、推進策の検討・実施

他の取組との連携、新たな
企画等の検討・実施

実験結果を受けた道路整備

ほこみち制度を活用したテーブル・ベンチ等の設置

パンフレット等による周知回遊イベントの実施 案内板などの整備

マルシェなどの活用の検討 マルシェなどの活用・継続

市民活動の実施・継続清掃活動など市民活動の検討

運用実施

大門・丸之内
らしさで
盛り上げる

道路空間を
活用する

移動しやすく
する

土地の使い方
を変える

人
が
集
い
、交
流
、

活
動
で
き
る
ま
ち

楽
し
く
歩
い
て

回
遊
で
き
る
ま
ち

エ
リ
ア
価
値
の

高
い
ま
ち

魅
力
情
報
が
発
信

さ
れ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
ま
ち

目　的 施策案 施策案の具体的な取組内容 実施主体
【継続すること、すぐできること】
すでに実施している取組や、すぐに
できる、やっていこうとする取組

【短期】

５年以内に実施する取組

【中期】

５～１０年先に実施する取組

【長期】

１０年～２０年先に実施する取組

目　標

★

★

★

★

短 期 中 期 長 期

ＡＰ：エリアプラットフォーム
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下表の「施策案」中、★マークはリーディングプロジェクトを示すものです。

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

　　

将来像の実現に向けた施策・役割分担・ロードマップ

将来像の実現に向けた取組

公園の美化・整備

サード・プレイスとなる場所の整備

新たな都市施設（都市機能）の整備、
公共施設の活性化

空き地の広場等への活用

安全で快適な空間整備

岩田川、堀など水辺環境の活用・
整備

子育て世帯に向けた支援

住宅の整備

生活利便施設の誘致

地区計画などのルール化

市民の憩いの場、楽しむ場として公園を美化・
整備

空き地を防災広場や子どもたちの遊び場として
活用する

市民のサード・プレイス（自宅や職場・学校とは
隔離された、居心地のよい第３の居場所）を整備

商店街・商工団体・企業・
まちづくり会社・自治会・
市民・ＡＰ・行政

自治会・市民・商店街・
商工団体・企業・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

商店街・商工団体・企業・
まちづくり会社・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・企業・
まちづくり会社・自治会・
市民・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・企業・
まちづくり会社・自治会・
市民・ＡＰ・行政

自治会・市民・行政

自治会・市民・商店街・
企業・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・企業・
自治会・市民・ＡＰ・行政

商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ・
行政

企業・商店街・商工団体・自治会・
市民・まちづくり会社・ＡＰ

ＡＰ・行政

企業・行政

企業・行政

企業・自治会・ＡＰ・行政

企業・行政

企業・行政

企業・商店街・商工団体・
まちづくり会社・ＡＰ・行政

自治会・市民・ＡＰ・行政

食品スーパー等の生活利便施設を誘致

暮らしやすいまちづくりに向けたルール化

レクリエーション、スポーツ施設などの都市施設
（都市機能）の整備や、既存公共施設の活性化

安全・安心なまちづくり

カーボンニュートラルなまちづくり

エリアプラットフォームに基づく
連携・活動

地域活動の推進

他地域との連携

イベントの主催者、コーディネーター
の育成

生活インフラ施設の計画的な更新・
保全

上下水道など老朽化が進む生活インフラ施設の
計画的な更新・保全の実施

地域が一体となった情報発信

エリアプラットフォームに基づくエリア内の
団体等の連携や一体的な活動を実施

地域の主体的なまちづくり活動を推進

津駅・津新町駅・津なぎさまち等近隣の他の
拠点との連携によるまちづくりを推進

新たなイベントの企画、地域のコーディネートが
できる人材を育成

地域ホームページやアプリ、プレスリリース等に
よる地域一体となった情報発信

安全・安心なまちづくりに向けた防犯・防災対
策等の実施

省エネ・省資源など、二酸化炭素の削減に
向けた取組

子育てしやすいまちに向けた支援を実施

空き家のリノベーションや新築住宅・賃貸住宅
の開発、サービス付高齢者向け住宅等の整備

岩田川、堀など水辺環境を活用した取組や整備

バリアフリー化や無電柱化による安全で快適な
空間整備

場所や内容の検討 サード・プレイスとしての整備

継続実施美化活動等の継続・他の取組との連携地域による美化活動等の実施

必要に応じて整備実施維持業務の継続 必要な整備内容の検討

公共施設の利用促進・活性化策の検討

清掃活動等の継続 清掃活動等の継続・他の取組との連携

公共施設の活性化に向けた整備実施

整備実施整備内容の検討

住宅整備の実施

誘致活動の実施

食品スーパー等の整備費や賃料等の支援検討・実施

都市マスタープランへの反映意向調査の実施

現行の防犯対策の継続

地権者との協議・計画策定 計画に基づく整備の促進

勉強会・ワークショップの開催 検証・継続

各自のホームページ等における発信継続 地域のホームページ等の作成・運用 検証・継続

防犯対策の継続・拡充

現行の防災対策の継続 防災対策の継続・拡充

カーボンニュートラルを目的とした取組の検討・実施

情報交換等の実施

計画的な更新・保全

連携した活動・一体的な活動の実施

まちづくり勉強会や講演会の実施

サークル活動やボランティアの取組促進

自分たちのまちは自分たちで維持・保全・発展させるという意識の醸成

他地域との連携

市民による情報発信活動

児童館等子育て施設の設置継続 さらなる充実に向けた誘致等

整備内容の検討 整備実施

入居助成等、子育て世帯に向けた新たな支援の検討・実施

空き物件情報の発信

水辺を活用したイベント等の実施

協力者の募集、活用方法の検討 広場等としての活用

新たな都市施設の検討 新たな都市施設の整備実施居心地のいい
空間をつくる

住む人を
増やす

暮らしやすい
まちにする

地域が
主体的･継続的
にまちづくりを
進める

人
が
集
い
、交
流
、

活
動
で
き
る
ま
ち

楽
し
く
歩
い
て

回
遊
で
き
る
ま
ち

エ
リ
ア
価
値
の

高
い
ま
ち

魅
力
情
報
が
発
信

さ
れ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
ま
ち

目　的 施策案 施策案の具体的な取組内容 実施主体
【継続すること、すぐできること】
すでに実施している取組や、すぐに
できる、やっていこうとする取組

【短期】

５年以内に実施する取組

【中期】

５～１０年先に実施する取組

【長期】

１０年～２０年先に実施する取組

目　標

★

★

短 期 中 期 長 期

ＡＰ：エリアプラットフォーム
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 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

・観音寺と周辺の商店街の雰囲気が気に入って、大門の賃貸マンションを選んだ。
・通勤や日頃の移動はもっぱら電動自転車を使用し、車は持っていない。
・夕食は商店街の飲食店で済ませることが多い。商店街の人とはみんな顔見知りな
ので、いつも声をかけてくれて楽しい。
・休日は、図書館で借りた本を近所の喫茶店やお城公園のベンチで読書するこ
とが多い。

・よい中古住宅があったので購入してリフォームし、2年前に引っ越してきた。
・子どもは近所の保育園に入園している。朝は夫が通勤途中に預け、夕方は妻が迎えに行く。
・妻は広告デザインの仕事をしており、家でも仕事をするが、商店街のシェアオフィス
がWi-fiやコピー・プリンターなどが整っているので、そこで仕事をすることも多い。
・災害時には、近くの企業ビルに避難できることになっているため、安心して住み続けら
れる。
・親子の居場所、子どもの遊び場が充実し、商店街のお店にも、子ども向けの商品
が充実している。

・津市出身で県外に出ていたが、リモート勤務が多くなったことを機に津市に戻り、
中央の新築マンションを購入した。
・週に１度は名古屋本社の会議に出席する。津駅までは、本数が多い路線バスを利用する。
・業務で県内を車で移動するが、国道23号や津インターチェンジにも近くて利便
性の良さを感じている。
・平日夜は高校の同級生やコワーキングスペースで知り合った仲間と大門の飲食
店に飲みに行く。
・長期休暇が取れると、津なぎさまちからセントレアに向かい、海外旅行を楽しんでいる。

・10年ぐらい前から、近所に店や施設が増えはじめ、徒歩圏内で買い物や用事が済
ませられるようになり、以前と比べて暮らしやすくなった。
・近所には空き家を活用した喫茶店がオープンし、住民がいつも気軽に集まっている。
・健康のために夫婦でよくウォーキングをし、お城公園や観音公園を巡っている。
・結婚した子どもが孫を連れてよく遊びに来て、近所の老舗洋食店にみんなで食
事に行く。

・津新町駅からは歩いて職場に行く。駅前にはシェアサイクルが充実し、たまに気分
転換で利用する。
・業務上の移動は公共交通やシェアモビリティの利用が原則となっており、仕事で
出張する場合、三重会館前から路線バスが頻繁に出ているので、津駅や津なぎさ
まちへはバスを利用する。
・最近はランチ営業する飲食店が増えてきて、毎日のランチが楽しみになっている。
気軽にお酒が飲める店が商店街に増えてきて、お店で知り合った違う会社の飲み
友達もできた。

・町並みや商店街の雰囲気の良さ、出店しやすい環境が気に入り、大門の空き店舗
を借りた。
・借りるにあたっては、まちづくり会社が、家主さんや商店街との間を丁寧につない
でくれた。
・子ども連れのファミリーや、お年寄りの夫婦が気軽に来店できるようなカジュア
ルフレンチの店。ランチ、ディナーの他、ママ友グループのカフェ利用もある。
・最近は、近所でマルシェなども増え、サンドイッチなどの軽食で出店している。

・個性的な商店が連なる大門で働きたいと考え、３年生になって、アルバイトを始めた。
・アルバイト先へは、自転車で移動するが、広い歩道に自転車通行空間が設けられ
ており安全に通行できる。
・大学の研究の一環でＤＸを活用したまちづくりの実践場所を探していたところ、
アルバイト先の店舗が積極的に協力してくれることになり、まち全体で実験的
に取り組んでいる。
・多くの先進企業が立地し、津の経済の中心地となっている大門・丸之内地区で就
職活動を開始した。

・津リージョンプラザで勉強したり、お城公園でダンスの練習を日常的にしている。
商店街のイベントの時には、ダンスを披露させてもらっている。
・最近は丸之内の商店街でアルバイトもするようになり、地元の大人の人にいろい
ろ教えてもらうようになり、今後の進学や就職の相談にも乗ってもらっている。
・これまで地元のことにほとんど興味がなかったが、大門や丸之内に出入りするよ
うになり、津のことが少しずつ好きになってきた。

・お城公園や観音公園の花がとてもきれいなので、週末は家族で来るようになった。
・お城公園で子どもたちは走り回って遊び、商店街で食べ歩きし、ランチを食べて、
百貨店に寄って夕食の惣菜を買うのが定番になっている。夫婦で訪れる時は、カ
フェでのんびり過ごす。
・自家用車で来ているが、駐車場は平面で区画も広く、駐車しやすい。電気自動車
なので、駐車場の高速充電器がとても便利だ。

・伊勢志摩を巡るため、九州から津なぎさまちを経由して津市に到着。1泊目を大
門のホテルに宿泊した。
・チェックイン後は観音寺、津城跡、商店街を散策。商店街ではおいしいお菓子を食
べながら歩き、夕食は津の名物のうなぎと津ぎょうざをはしごして食べた。
・翌日は、三重会館から津駅まで自動運転のバスで移動し、MieMu、美術館を
巡った。
・高速船や近鉄電車、バス、商店街の買物などは「MaaS」のアプリですべて利用
できた。

地区内に 居住する人

20歳代
一人暮らしを
始めたばかり

地区内に 居住する人

30歳代
子育て家族

地区内に 居住する人

40歳代
県外からの
Ｕターン

地区内に 居住する人

70歳代
夫婦

地区に 働きに来る人

丸之内の
事業所に勤務する
30歳代 

地区に 働きに来る人

空き店舗で
レストラン開業

地区に 働きに来る人

大門で
アルバイトをする

大学生

地区に 訪れる人

市内の
学校に通う
高校生

地区に 訪れる人

週末遊びに来る
市内居住の
家族

地区に 訪れる人

県外からの
観光客

モデル 20年後のイメージ モデル 20年後のイメージ

大門･丸之内地区に滞在する人と
活動のイメージ

第5章

未来ビジョンの取組に関わる人が、その取組を進め、将来像が実現した後の大門・丸之内地区の姿をわかりや
すく共有できるように、この地区に滞在する人と活動のイメージを、さまざまなモデルに分けて記載しています。
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令和４年度
全体会議

実行チーム

各構成員

実験的な取組①
実験的な取組②
情報発信
美化活動

初期段階の展開イメージ

検討 実施

検討 実施

実施検討

独自の取組①
独自の取組②
独自の取組③
独自の取組④

実施検討 検討

実施検討

実施

検討 実施 検討 実施 検討 実施

会議開催
令和５年度 令和６年度 令和７年度

実施検討

検討

実施検討

 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

まちづくりの推進体制第6章

地区内の多様な関係者が、相互に連携、協力して取組を進めていくため、エリアプラットフォーム「大門・
丸之内  未来のまちづくり」が活動基盤となります。

初期段階では、エリアプラットフォームの実行チームが進める実験的な取組や美化活動、情報発信などのほ
か、各構成員独自の取組として、関係者の発意により直ちに取り掛かれる事から始めます。

エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」は、この未来ビジョンに基づき、具体的な取組の
計画、実行、評価や改善を進めていきます。また、進捗や時代に応じたビジョンの見直し、改訂についても、エリ
アプラットフォームが所要の手続きを行います。

１.エリアプラットフォームの構成と実施体制 ２.初期段階の展開

３.エリアプラットフォームによる未来ビジョンの管理

（２）未来ビジョン実現に向けた進め方のイメージ

（１）初期段階の展開イメージ
エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」

構成員　まちづくり会社、商工団体、商店街、自治会、企業、市民参画者、行政機関　

全体会議

実行チーム

実行チーム

各構成員

賛助会員

賛助会員

重要な意思決定及び構成員同士の情報共有の場として構成員全員で組織
（取組の検討・調整、予算・決算、未来ビジョンの改訂、情報共有　等）

活動を機動的かつ柔軟に進めるため、構成員の一部により組織
（AP全体で進める取組や構成員同士で連携する取組の実行部隊。若手等で構成。
事業によっては、賛助会員等も参画）

情報共有、取組の連携・協力、目的に賛同した独自事業の実施　　※AP:エリアプラットフォーム

APの目的に賛同し、未来ビジョンの実現に向けてAPと連携して活動する意向のある組織等

オブザーバー
（専門人材等）

必要に応じて
助言又は
支援を行う。

AP全体で進める取組
構成員同士で連携する取組の実施
APの取組の一環として
主体的に独自の取組を実施

APの趣旨に賛同した独自の取組の実施

事業実施主体 事業実施体制

※実行チームは、必要に応じて複数編成

全体会議

実行チームA
（例：社会実験）

実行チームB
（例：清掃活動）

実行チームC
（例：情報発信）

全体会議
（重要な意思決定・情報共有の場）

・取組の検討･調整
・予算･決算
・情報共有 等

実行チーム
・ＡＰ全体で進める取組の実施
・構成員同士で連携する取組
の実施　等

各構成員
・独自の取組の検討
・独自の取組の実施

取組への支援

独自の取組の提案
取組の実施報告

独自の取組への支援
情報共有・情報発信

取組実施時の連携・協力

必要に応じて助言や支援参画

取組の実施報告
取組の提案

取組の連携・協力、独自の取組、情報共有

未来ビジョンの実現に向けて取り組む

エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」

賛助会員 オブザーバー

新たな
土地利用

土地の
集約

リノベー
ション

清掃･美化
活動

地権者
意向調査 社会実験

空き家
空き店舗の
流動化

都市マスター
プランへの
反映

行政

自治会 商工
団体

専門
人材

まちづくり
会社

企業
商店街

市民
参画者

・・・・・・

・・・ ・・・

・・・・・・

・・・

・・・

未来ビジョンを共有

段
階
的
・
連
鎖
的
な
取
組
の
展
開･

循
環

大門・丸之内地区の将来像
人が集い、交流、
活動できるまち

楽しく歩いて
回遊できるまち

エリア価値の
高いまち

魅力情報が
発信されるまち 持続可能なまち
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資料編



 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

資料  

権利者組織「丸之内地区再開発促進協議会」において事業計画を
検討、中止決定
津港跡部線沿線（丸之内地区）の容積率引き上げ（400%→500%）
市民活動センター及び社会福祉協議会事務所を開設
H12.2完成
園路、観光バス駐車場など順次整備。市民団体による植樹や清掃活
動の場となる
地元組織との協議を行いながら、バリアフリー・トイレを整備

丸之内地区市街地再開発事業

商業地の容積率の上乗せ
センターパレスへの公共公益施設導入事業
三重会館の建替え事業

お城公園再整備事業

観音公園の再整備

協議会

市
市
民間

市

市

１.これまでのまちづくりの経過・振り返り

（１）津市中心市街地活性化基本計画に基づく取組
平成１０年に中心市街地活性化法が制定され、市町村合併前の旧津市においては、平成１１年に同法に基づ

く津市中心市街地活性化基本計画（計画期間は、２回の改定を経て平成18年まで）を策定し、主に商業振興
を目的とした取組を実施してきました。
（ア）計画の経過

（イ）津市中心市街地活性化基本計画に基づく事業
＜市街地の整備改善事業＞

大門大通り商店街内に１店舗出店誘致

市民活動団体の事業参加窓口として、街の駅「iPLAZA」を運営

チャレンジショップとして利用する店舗の条件調整がつかず事業凍結
導入に至らず
（システム研究、導入への店舗調査実施）
採算確保できず事業凍結（調査研究の実施）
試行の結果、事業化への課題が明らかになり事業凍結
（実験事業の実施）
情報紙４回発行。ホームページ開設
スタッフ向け情報紙発行
イルミネーション・コンテストの実施
中心市街地マーケティング調査の実施
タウンミーティング３回実施
空き店舗を活用した歴史資料、写真等を展示
隔年で都市間交流を行うとともに、商店街交流を実施
七夕、津まつり、高虎楽座などのイベントに活用
年2回、フェニックス通りを会場として、楽市楽座を開催
各商店街のイメージフラワーによる装飾
７月の土曜日に夜店を開催
大門・だいたて駐車場での1時間駐車無料サービスの実施
商店街での生鮮産品の市を5・0日に開催
七夕笹流し事業と商店街の七夕装飾
第1・3金曜日に市を開催
商店街が独自にホームページによる情報発信
国道23号歩道への郷土の偉人のモニュメント設置
商店街売り出しの実施
事業希望者への出店支援施設の運営を実施
商店街施設を利用し、生鮮市場を整備（毎木・金・土営業）
第1日曜に商店街においてフリーマーケットを開催
県無形文化財の「唐人おどり」の資料館を空き店舗に整備

空き店舗対策コーディネート事業
空き店舗対策プロデュース事業
（街の駅「iPLAZA」運営事業）
空き店舗対策チャレンジショップ
カード事業
（多機能カードの買物便利サービス事業）
ループバス事業

宅配事業

情報発信事業

アトラクション供給事業

市民参加事業

津のまちギャラリー事業
高虎まちづくりサミット交流事業
おこせ火活用事業
高虎楽座
花いっぱい事業
夜店開催事業
駐車料金助成事業
五十市開催事業
七夕事業
まねき市開催事業
インターネットＨＰ発信事業
モニュメント設置事業
高虎まつり事業
大門チャレンジショップ事業
大門公設市場整備事業
大門フリーマーケット
唐人資料館の整備、観光ルートの設定

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

まちづくり会社

商店街
商店街
商店街
運営協議会
商店街
商店街
商店街
商店街

青年会議所･商店街
商店街
商店街
商店街
商店街
民間
商店街
商店街

商店街･観光協会

事業名 事業内容・実績 実施主体

事業名 事業内容・実績 実施主体

＜商業等の活性化事業＞

バス料金プリペイドカードの普及
中心市街地と医療・福祉施設等を結ぶ路線における導入促進
栄町三丁目から岩田橋までのバス停における屋根、ベンチ等の改良

バスカード等促進事業
低床バス車両導入事業
国道23号のバス停の改良

交通事業者
交通事業者
交通事業者

事業内容・実績 実施主体

＜その他中心市街地活性化のための事業＞
事業名

※津市中心市街地活性化基本計画（平成15年度改訂版）資料より、大門・丸之内関連部分の主な事業結果（H16.3時点）を掲載。計画策定前から実施の事業も含む。

みんなが集い、ふれあい、愛着がもてるまち

都市機能が集積した交流のまち
　　　商業・業務、交流を中心とした都心機能の強化
ふれあい、発見のある、魅力のあるまち
　　　多様な文化、情報が出会う、潤いある交流空間の創出
快適・安全でつながりのある便利なまち
　　　回遊性を高める都市機能配置の明確化
生き生きと暮らせる活気のあるまち
　　　賑わいある市街地環境の形成
・商業活性化に関する事業はTMO※が推進
・市街地の整備改善については行政が主導的に実施

「出会い」「ふれあい」そして、ひと津へ

商業や新規産業を育て、賑わいと活気のある「活力あふれる街」
　　　産業基盤整備と新規産業創出
豊かで、快適で安全な暮らしが営める「人にやさしい街」
　　　コミュニティとしての生活の質の向上
地域の風土や歴史、地域資産を継承する「文化のかおり高い街」
　　　歴史･文化など地域資産の蓄積と継承
人々の活動が出会い、交わり、繋がる「ふれあいのある街」
　　　多様性を確保した交流空間の創出

波光（はこう）きらめく海音（かいおん）の街

■ 平成11年（1999年）津市中心市街地活性化基本計画

■ 平成14年（2002年）津市中心市街地活性化基本計画（平成14年度第1次改訂版）

■ 平成16年（2004年）津市中心市街地活性化基本計画（平成15年度改訂版）

活動方針

まちづくりの方針

中心市街地の将来像

基本理念

まちの将来像

推進体制

・将来像等は平成14年改訂を継承 ※TMO：Town Management Organization 
　中心市街地における商業まちづくりを運営･管理する機関（タウンマネジメント機構）
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資料  

（２）市町村合併以降の中心市街地活性化の取組
平成18年1月1日の市町村合併以降は、交流施設の設置や官学連携の取組等、中心市街地活性化のための事業を実
施してきました。

（ア）中心市街地活性化に係る事業

（イ）中心市街地活性化オープンディスカッション提言書に基づく事業

＜平成18年～＞

＜平成25年度～平成26年度＞

事業内容・実績事業名

事業内容・実績事業名

津センターパレス地下に文化機能、健康づくり機能及び勤労者対策機能をもった交流
施設を設置津市まん中交流館設置

事業内容・実績事業名

学生による情報発信事業として、学生のニーズを反映させた「学生による学生のた
めの」冊子を作成

未就学児と保護者の憩いの場としてオーデンビルにオープン
※H27～商店街にぎわい創出事業で継続

各種セミナー・シンポジウム・イベント開催

情報誌「LOUPE」の作成

中心市街地活性化
チャレンジショップ事業

がんばる商店街集客促進事業

中心市街地ウォーク事業

中心市街地活性化
オープンディスカッション

中心市街地活性化ツゥのサロン事業

中心市街地新価値創造道場事業

商店街等活性化支援事業

大門いこにこ広場運営事業
（H25からH30）

学生による情報発信事業

「カフェほのぼ～の」実施

空き店舗等の活用による津の魅力発信

商店街店主の似顔絵展

商店街まちなかギャラリー

商店街まちなか歴史マップの設置等

津市まん中広場等交流イベント業務

中心市街地ウォーク事業

商店街の空き店舗を借り上げ、学生や起業を目指す方々のチャレンジショップや活動、
展示スペースを設置

講演会、高校生フォトコンテスト、写真展示、高校生写真セミナー、物産シンポジウム、
スタンプラリー等を実施

中心市街地にある名所・旧跡等を巡るウォークイベントを開催

三重大学地域戦略センターと連携し、自由に意見交換できる場として「中心市街地活
性化オープンディスカッション」を実施

各種団体によるイベント等を実施
（H29～R1は商店街にぎわい創出活動支援事業として実施）

商店街次の担い手養成塾（H29からは商店街等活性化支援事業として実施）

空き地・空き店舗や実店舗の商店主等へのヒアリング・アンケート調査、起業を目指
す方をターゲットにした講義を実施

未就学児と保護者の憩いの場としてオーデンビルで運営
（R1からは地域子育て拠点事業補助金を活用して実施）

津市まん中広場を活用した交流イベントを実施。また、近隣地域の魅力的なスポットや
お店を掲載した周遊ＭＡＰを作成

中心市街地にある名所・旧跡等を巡るウォークイベントを開催

情報誌「LOUPE」の作成（H25から継続）

三重短期大学と三重大学の連携により１日限定のカフェを実施（H25から継続）

あのつ画廊と連携し、展示会を実施

商店街と高田短期大学の連携により、商店街店主等の似顔絵ポスターを作成・展示

商店街全体をギャラリー化し、店先やショーウインドウに幼稚園児が描いた絵画を展示

商店街まちなか歴史マップ（案内看板）、まちなか不思議ポスター、
まちなかスタンプラリーの実施

事業内容・実績事業名

「町あるき」「にぎわいスポット」「情報発信」「商店街連携」に分かれて活動
中心市街地活性化
タスクフォース事業 「津ぅリズムチーム」「大門☆夢かなえ隊」「ツゥのサロンチーム」「津観音と松阪市での

活性化チーム」「津学生情報室（TGJ）」に分かれて活動

津市の中心市街地等の魅力を集め発信する情報誌を発行

三重短期大学と三重大学の連携により１日限定のカフェを実施
※H27～商店街魅力発信・学生連携活性化事業で継続

①中心市街地活性化タスクフォース事業

＜平成27年度～＞
①商店街にぎわい創出事業

事業内容・実績事業名

②商店街魅力発信・学生連携活性化事業②学生による情報発信事業

事業内容・実績事業名

中心市街地にぎわい創出事業

③中心市街地にぎわい創出事業

事業内容・実績事業名

大門いこにこ広場運営

④にぎわいスポット事業（平成25年度）　大門いこにこ広場運営事業（平成26年度）

事業内容・実績事業名

「津ぅWalker」の発行

⑤商店街魅力発信・学生連携活性化事業

事業内容・実績事業名

「カフェほのぼ～の」実施

⑥中心市街地チャレンジショップ事業（平成25年度）　商店街魅力発信・学生連携活性化事業（平成26年度）
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２.津市の関連計画における大門・丸之内地区の位置付け

（１）過去の津市都市マスタープランにおける位置付け
過去の津市都市マスタープラン（平成10年策定及び平成22年策定）において当地区は次のとおり位置付け

られていました。

■津市都市マスタープラン 【平成10年策定】

≪大門・丸之内地区に関係する土地利用計画≫
・国道23号及び津港跡部線沿道の商業地においては、容積率の見直し（100％の上乗せ）を行い土地の高度利用によ
る商業・業務施設の集積を誘導します。

≪大門・丸之内地区に関係する地域別まちづくり計画≫
・丸之内地区においては、商業・業務施設、駐車場、周辺道路の拡幅等の整備及びお城前公園の再整備等都市機能の
更新を図るため、市街地再開発事業を促進します。また、整備にあたっては、周辺の景観に配慮します。
・三重会館については、業務等の都心機能を高めるとともに、都心に訪れる人々の交流空間を有し、都心の新たなラン
ドマークともなる施設への建替を促進します。
・丸之内地区市街地再開発事業にあわせて（仮称）丸之内お城前線の整備を推進します。
・丸之内地区では、市街地再開発事業にあわせて、お城東駐車場の立体化を図ります。
・大門・丸之内地区の街づくりと一体となった地下駐車場や広幅員道路の路上の活用について検討します。
・極楽橋ポンプ場に隣接する公有水面については、一部埋立てによる船だまりと一体となった公園の整備に努めます。
・お城公園の再整備については、歴史・文化を生かしたまちづくりに配意しながら、四季を通じて楽しめる花の植栽な
ど明るく利用しやすい公園整備を推進します。
・観音公園の、小動物園跡地について、時代や環境の変化に対応した望ましい再整備を推進します。
・丸之内地区第一種市街地再開発事業にあわせて、お城前公園の再整備を促進します。
・国道23号沿道の丸之内周辺においては、津城址に近接していることから、歴史・文化を感じさせる景観形成を図り
ます。
 
■津市都市マスタープラン 【平成22年策定】

≪大門・丸之内地区に関係する市街地等形成の方針≫
・回遊性の向上や滞留時間の延長等を図るため、商業機能の活性化や業務機能の強化に努めるとともに、豊富な歴
史・文化資源と調和し、それぞれが相乗効果を生み出すことができるよう、本市の賑わい創出の拠点としての整備再
生に努めます。
・都市型住宅など、当該地域に応じた都心居住の推進を図るとともに、日常生活買回り品を供給する商業施設や医療
機関、公共施設の集積など、生活利便施設等の維持確保に努めます。
・丸之内地区の国道２３号における、あんしん歩行エリアの形成に向けた取組を支援します。
・中心市街地の活性化はもとより、新都心軸の形成に向けた新たなまちづくりの展開にも資するよう、津センターパレ
スの望ましいあり方やその具体的な方策について、幅広い観点から検討を進めます。
・市本庁業務機能の集約化、さらには老朽化する津中央公民館等の更新等も見据えつつ、津警察署跡地、県営住宅跡
地への複合的な施設等について、平成２５年度を目途として一体的な整備を進めます。

・津城跡（お城公園）周辺においては、市民の機運の高まりを踏まえつつ、津城の復元に向けた取組を進めるとともに、
谷川士清旧宅、津観音をはじめとした歴史・文化資源等を活かした魅力的な都市空間の形成をめざします。
・恵まれた歴史・文化資源等と連携したまち歩きをはじめ、多様なイベント等の展開を図るとともに、津市まん中交流
館の活用も促しながら、多彩なシティプロモーションを行うなど、より一層の魅力づくりを進めます。
・大門・丸之内地区については、津城跡（お城公園）や津観音など歴史景観と多様な都市施設が集積した都市景観の
調和を図るなど、集客と賑わいにつながる魅力的な景観の形成に努めます。
・本市の生涯学習活動の中核的な役割を担う津中央公民館の建て替えに向けて、施設の規模や場所等について検討
を進めます。

 （２）現行計画上の位置付け
現行の津市都市マスタープランにおいて当地区は以下のとおり位置付けられています。

■津市都市マスタープラン 【現行 平成30年策定】

≪大門・丸之内地区に関係する市街地等形成の方針≫
・津新町駅・大門・丸之内周辺については、本市の都市核として、住民生活に不可欠な行政サービス機能や生活利便
施設などの適切な維持・誘導を図ります。また、豊富な歴史・文化資源や、商業・業務系施設が多く立地するなど、多
様な交流機能を有する地域性を活かし、回遊性の向上や滞留環境の充実など、にぎわいの創出に努めます。
・津城跡（お城公園）については、石垣の修理を進めるなど、史跡の適切な維持管理を行い、魅力的な都市空間の形成
を進めます。
・丸之内周辺については、「津市景観計画」に基づき、津城跡（お城公園）など歴史的景観と公共公益施設や商業・業務
施設が集積した、都市景観との調和を図った景観形成を進めます。
・津なぎさまち・フェニックス通り地区については、「津市景観計画」に基づき、本市の海の玄関口につながる地区とし
て、また、海へと向かうシンボルロードにふさわしい景観形成を進めます。

■津市立地適正化計画 【平成30年策定、令和３年改訂】

・大門・丸之内地区は、医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、こ
れらの各種サービスの効率的な提供を図る区域である「都市機能誘導区域（津新町駅周辺地区）」に設定。
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＜設置要領＞

<委員名簿>

津市大門・丸之内地区未来ビジョン策定委員会設置要領
　（設置）
第１　津市大門・丸之内地区（以下「地区」という。）における未来ビジョンの策定に向けた協議等を行うため、津市大門・丸之内
地区未来ビジョン策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
　（所掌事項）
第２　委員会の所掌事項は、次のとおりとする。
⑴ 地区における未来ビジョンの策定に関すること。
⑵ 地区における未来ビジョンに基づく取組に関すること。
⑶ その他地区における未来ビジョンに関すること。
　（構成等）
第３　委員会の委員は、次の者から構成し、市長が委嘱し、又は任命する。
⑴ まちづくりの推進を図る活動を行うことを目的とする、又は活動に関心を有する組織等に属し、当該組織等から推薦を受
けた者
⑵ 国土交通省及び三重県の職員のうち、これら機関等から推薦を受けた者
⑶ その他市長が必要と認める者
　（委員の任期）
第４　委員の任期は、委嘱又は任命の日から、当該委嘱又は任命の日の属する年度の末日までとする。なお、委員に欠員が生じ
た場合における補欠の委員の任期についても同様とする。
　（委員長及び副委員長）
第５　委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により定める。
２　委員長は、会務を総理する。
３　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代理する。
　（会議）
第６　委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。
２　委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。
　（分科会）
第７　委員会には、第２に掲げる所掌事項に関し、都市づくりの課題、テーマ等に応じて協議等を行うため、複数の分科会を置く。
２　分科会員は、第３の⑴に掲げる組織等及び第３の⑵に掲げる機関等から推薦を受けた者並びにその他市長が必要と認める
者から構成し、市長が委嘱又は任命する。

３　分科会には分科会長及び副分科会長各１人を置き、分科会員の互選により定める。
４　分科会長は、当該分科会の会務を総理する。
５　副分科会長は、分科会長を補佐し、分科会長に事故あるときは、その職務を代理する。
６　分科会の会議は、必要に応じて分科会長が招集し、分科会長が当該分科会の議長となる。
　（意見等）
第８　委員会及び分科会の会議は、必要があると認めるときは、専門的な知識又は経験を有する者その他必要と認める者を会
議に出席させ、意見又は助言等を求めることができる。
　（庶務）
第９　委員会の庶務は、都市計画部都市政策課において処理する。
　（雑則）
第１０　この要領に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。
　附　則
１　この要領は、令和４年４月２７日から施行する。
２　この要領の施行後最初に開かれる委員会及び分科会の会議は、第６の１及び第７の６の規定にかかわらず、市長がこれを招
集する。
 

３.未来ビジョン策定の経過

＜オブザーバー等＞

辻　　　正 敏

草 深　泰 幸
藤 牧　和 弘
岡 田　正 幸
若 原　　　暁
茂 知 野 公 宏
川 口　敏 史
三 宅　公 子
中 村　麗 代
寺 家　光 弘
尾 崎　　晋
豊 田　耕 造
木 下　　　学
川 合　　　正
松 田　尚 之
中 村　慎 吾
辻　　伸 久
川 口　範 一
神 谷　昭 彦
岩 田　英 里
奥 田　博 貴
平 西 明 日 香
藤 原　弘 典
古 澤　忠 士
宮 田　雅 司
福 森　　　稔

浅 野　　　聡
小 野 寺 一 成
南 木　宏 和

委員長

副委員長 令和4年６月30日まで
副委員長 令和4年７月1日から

令和4年8月31日まで
令和4年9月1日から

令和4年7月1日まで
令和4年7月2日から

令和4年7月7日まで
令和4年7月8日から

代表取締役社長
顧問・常議員
常務取締役
代表取締役専務
会長
副会長

副理事長

理事長
代表理事
理事長
津支店 理事･支店長

東海支店長

常務取締役 営業本部長

開発事業本部　賃貸事業部部長
総支配人
取締役

副所長
県土整備部次長
都市計画部長
商工観光部長

株式会社まちづくり津夢時風
津商工会議所

株式会社津センターパレス

敬和地区自治会連合会
養正地区自治会連合会

公益社団法人津青年会議所

津市大門大通り商店街振興組合
津市大門商店街商業協同組合
丸之内商店街振興組合
岡三証券株式会社

株式会社NTTファシリティーズ

株式会社津松菱

株式会社百五銀行

三交不動産株式会社
Hotel 津 Center Palace
三重交通株式会社
公募委員
公募委員
公募委員
国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所
三重県
津市
津市

本店営業部 副部長 
兼 大門町出張所長 
兼 津市役所出張所長

専門的な知識又は経験を有する有識者等

その他意見又は助言を求める企業等

三重大学
三重短期大学
独立行政法人 都市再生機構 中部支社

中部電力パワーグリッド株式会社
東邦ガスネットワーク株式会社
大和ハウス工業株式会社

三重県警察津警察署
西日本電信電話株式会社
一般社団法人津市観光協会

学校法人藤田学園
津商工会議所青年部
財務省　東海財務局　津財務事務所

大学院工学研究科 教授
生活科学科 教授
都市再生業務部　まちづくり支援室　室長

組織名等

組織名等

組織名等

役職等 氏名

役職等 氏名 備考

（敬称略）

（敬称略）
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<分科会員名簿>

<会議等の開催経過>

（敬称略） （敬称略）

（敬称略）

奥 山　元 彦
新 堂　洋 一
村 田　敦 也
髙 野　英 一
岡 本　　　恒
豊 田　　　真
岩 田　英 里
奥 田　博 貴
平 西 明 日 香
酒 井　　　亮
山 口　尚 利

分科会長
副分科会長

株式会社津松菱
Hotel 津 Center Palace
津市大門大通り商店街振興組合
津市大門商店街商業協同組合
丸之内商店街振興組合
株式会社津センターパレス
公募委員
公募委員
公募委員
津市都市計画部都市政策課
津市商工観光部商業振興労政課

営業推進部 部長

副理事長
理事
事務局長

課長
課長

組織名等 役職等 氏名 備考

須 川　正 之
寄 詰　真 也
川 合　幸 児
大 西　香 穂
髙 橋　絢 子
岩 田　英 里
奥 田　博 貴
平 西 明 日 香
鵜 飼　真 帆
葉 山　　　怜
酒 井　　　亮
山 口　尚 利

分科会長
副分科会長

津商工会議所
三重交通株式会社
養正地区自治会連合会
岡三証券株式会社
株式会社ＮＴＴファシリティーズ
公募委員
公募委員
公募委員
国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所
三重県県土整備部道路企画課
津市都市計画部都市政策課
津市商工観光部商業振興労政課

中小企業相談所専門相談センター長
バス営業部 部長
玉置町自治会会長
津支店主任
東海支店 エリアリレーション推進室

道路管理第一課占用係
調査係長
課長
課長

組織名等 役職等 氏名 備考

津市センターパレスホール
津市中央公民館ホール
津市中央公民館ホール
津市中央公民館ホール
津市中央公民館会議室
津リージョンプラザ会議室
津商工会館会議室
津市中央公民館ホール
津市中央公民館ホール
津市中央公民館ホール
津市センターパレスホール
津市役所本庁舎会議室
津市役所本庁舎会議室
津市役所本庁舎会議室
津市役所本庁舎会議室
津市センターパレスホール
津リージョンプラザ会議室
津市センターパレスホール

策定委員会 【第1回】
未来志向の都市づくり分科会 【第１回】
経済活性化、地域資源の活用分科会 【第１回】
エリアの価値向上分科会 【第１回】
分科会勉強会 【第1回】
分科会勉強会 【第２回】
大門･丸之内地区 未来のカタリバ
未来志向の都市づくり分科会 【第２回】
経済活性化、地域資源の活用分科会 【第2回】
エリアの価値向上分科会 【第２回】
策定委員会 【第２回】
分科会勉強会 【第３回】
経済活性化、地域資源の活用分科会 【第３回】
エリアの価値向上分科会 【第３回】
未来志向の都市づくり分科会 【第３回】
策定委員会 【第３回】
分科会勉強会 【第4回】
策定委員会 【第４回】

令和4年

令和5年

 5 月26日（木）
 7 月19日（火）
 7 月20日（水）
 7 月20日（水）
 8 月8 日（月）
 8 月18日（木）
 8 月21日（日）
 8 月25日（木）
 8 月30日（火）
 8 月30日（火）
 9 月27日（火）
10月24日（月）
11月10日（木）
11月11日（金）
11月11日（金）
12月20日（火）
 1 月31日（火）
 3 月20日（月）

経済活性化、地域資源の活用分科会

金 峰　知 彦
前 川　宏 文
若 松　雅 徳
三 澤　直 樹
服 部　　諒
黒 田　崇 郁
岩 田　英 里
奥 田　博 貴
平 西 明 日 香
鈴 木　聡 一
酒 井　　亮
山 口　尚 利

分科会長　令和4年12月31日まで
分科会長　令和5年1月1日から
副分科会長

公益社団法人津青年会議所

株式会社まちづくり津夢時風
敬和地区自治会連合会
株式会社百五銀行
三交不動産株式会社
公募委員
公募委員
公募委員
三重県県土整備部都市政策課
津市都市計画部都市政策課
津市商工観光部商業振興労政課

総活躍社会確立委員会委員長
事務局長
事務局担当
副会長
株式会社百五総合研究所 研究員
事業開発部 主任

技師
課長
課長

組織名等 役職等 備考氏名

エリアの価値向上分科会

未来志向の都市づくり分科会

年月日 会議等 会場
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このビジョンづくりの取組は、令和4年（2022年）5月26日に「津市大門・丸之内地区未来ビジョン

策定委員会」を設置すると共にスタートしました。これまでに策定委員会4回、分科会3回を開催し、

活発な議論のもと進めてまいりました。特に分科会は3グループに分けると共に、策定委員会委員の

各構成組織から実務を担っていただいている若手や女性にも積極的なご参加をいただき、それぞれ

のグループから斬新なアイデアを持ち寄って議論し検討が重ねられました。私も毎回欠かさず、それ

ぞれの会議に参加させていただきました。

しかし分科会という限られた会議の中では時間が足りず、分科会員からの「もっとまちづくりを勉強

し、知識を持ったうえで議論したい」という声を受けて、分科会員有志によります勉強会も何度か開催

いたしました。委員会に関わってみえない市民の方々の意見を聴かせていただく「カタリバ」も開催さ

せていただきました。すべてのご参加いただいた皆様がとても熱心に取り組んでいただいたと感じて

おります。また机上だけにとどまらず、分科会全体に呼び掛け、実際に外に出て行う「まち歩き」など分

科会独自の活動も生まれました。何より勉強会や「まち歩き」で分科会の枠を超えた横のつながりが出

来たことは良かったと思っております。未来ビジョンの完成は、委員会の大きな成果でありますが、皆さ

んとの新しいつながりが生まれ、そのつながりがさらに深いものになっていったことが更に大きな効果

であり、今後まちづくりを進めていく上において強力な推進力となると確信しています。

ここに全ての委員の皆さん、市民として意見をいただいた方 と々共に議論してまいりました「未来ビ

ジョン」を取りまとめることが出来ました。関わっていただいたすべての皆さん、ご意見をくださった方々

に心からの感謝を申し上げたいと存じます。

これからが大切です。エリアプラットフォーム「大門・丸之内　未来のまちづくり」が上手く機能し、日

本のどこにもない、津市大門・丸之内の独自のまちづくりを進めていかなければなりません。今までに

ご意見をいただき、お知恵をお借りしてきた皆様と今後も一緒に進めていくことができれば幸いです。

どうか長くお力添えをいただきますようお願いし、お礼の挨拶といたします。

大門・丸之内の未来に向けて

津市大門・丸之内地区
未来ビジョン策定委員会

委員長　　辻　正敏

MEMO



津市大門・丸之内地区 未来ビジョン
令和5年（2023年）3月

策　定：エリアプラットフォーム「大門・丸之内  未来のまちづくり」
事務局：津市都市計画部都市政策課・商工観光部商業振興労政課
津市大門・丸之内地区 未来ビジョンは国土交通省の官民連携都市再生推進事業制度要綱に
規定する未来ビジョンです。
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